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映
画
『
ト
ル
パ
ン
』
は
、
家
畜
の
鳴
き
声
と
ど
ど
ー
っ
と
響
く
足

音
で
幕
を
開
け
る
。
画
面
が
ほ
の
明
る
く
な
っ
て
い
く
と
、
砂
煙
を

上
げ
て
走
る
ヒ
ツ
ジ
の
群
れ
が
こ
ち
ら
に
迫
り
、
ウ
マ
に
乗
っ
た
牧

夫
が
す
ば
や
く
群
れ
を
統
御
す
る
生
き
生
き
と
し
た
情
景
が
目
に
飛

び
込
ん
で
く
る
…
…
。
こ
の
映
画
の
舞
台
と
な
っ
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

は
、
国
土
の
大
半
を
見
渡
す
限
り
の
草
原
や
沙
漠
が
覆
い
、
歴
史
的

に
遊
牧
民
が
行
き
交
っ
た
地
域
で
あ
る
。
基
礎
的
な
知
識
を
前
も
っ

て
述
べ
て
お
く
と
、
面
積
は
日
本
の
約
七
倍
（
約
二
七
三
万
平
方
キ

ロ
）
と
広
大
な
の
に
対
し
、
人
口
は
日
本
の
約
一
〇
分
の
一
（
約
一

六
〇
一
万
人
）
で
あ
る
。
民
族
構
成
は
、
カ
ザ
フ
人
が
六
三
・
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
ロ
シ
ア
人
が
二
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

（A
genstvo 2010: 10

）。
カ
ザ
フ
人
は
テ
ュ
ル
ク
系
の
カ
ザ
フ
語
を

主
に
話
す
が
、
ロ
シ
ア
語
の
方
が
流
暢
な
人
も
多
い
。
カ
ザ
フ
人
の

多
く
は
ス
ン
ナ
派
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
。
政
治
的
に
は
、
一

九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
に
伴
う
独
立
を
経
て
、
大
統
領
の
権
威
主
義

体
制
が
続
い
て
い
る
。
主
要
な
産
業
と
し
て
は
、
牧
畜
と
穀
物
生
産

の
ほ
か
、
天
然
資
源
開
発
が
重
要
な
位
置
を
占
め
、
日
本
企
業
も
関

わ
っ
て
石
油
や
レ
ア
ア
ー
ス
の
資
源
開
発
が
進
む
。
首
都
は
ア
ス
タ

ナ
、
最
大
の
都
市
は
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
基
礎
知
識
を

ふ
ま
え
、
独
立
か
ら
二
〇
年
を
経
て
揺
れ
動
く
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

人
々
の
暮
ら
し
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
、
映
画
の
世
界
へ
と
入
っ
て

い
こ
う＊

1

。

広
大
な
ス
テ
ッ
プ
に
生
き
る
家
族
と
家
畜
た
ち

前
述
の
『
ト
ル
パ
ン
』
は
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
の
社
会
主
義
体
制
か

ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
が
市
場
経
済
に
移
行
し
、
民
営
化
の
過
程
を
た

ど
っ
た
の
ち
に
牧
畜
経
営
に
苦
心
し
な
が
ら
暮
ら
す
人
々
の
生
活

を
、
ユ
ー
モ
ア
を
こ
め
て
描
き
出
す
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
出
身
の
監
督

と
俳
優
が
実
際
に
村
落
部
に
暮
ら
し
、
ス
テ
ッ
プ
の
厳
し
い
自
然
と

向
き
合
う
な
か
で
撮
影
さ
れ
た
。
そ
の
筋
書
き
を
追
い
つ
つ
、
現
代

の
カ
ザ
フ
社
会
に
注
が
れ
る
視
線
を
見
て
い
き
た
い
。

兵
役
を
終
え
た
若
者
ア
ス
ハ
ッ
ト
は
、
水
兵
の
恰
好
の
ま
ま
姉
夫

『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
少
年
ア
ブ
ド
ラ
ジ
ャ
ン
』…
…
①А

б
д

у
л

л
а

д
ж

а
н

,и
л

и
посвящается

 Стивену
 Спилбергу

〔
ア
ブ
ド
ラ
ジ
ャ
ン

―
―
あ
る
い
は
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
に
捧
ぐ
〕、
②
ズ
リ

フ
ィ
カ
ー
ル
・
ム
サ
コ
フ
、
③
一
九
九
二
年
、
④
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、

⑤
ロ
シ
ア
語
（
映
画
タ
イ
ト
ル
お
よ
び
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
ウ
ズ
ベ
ク
語

（
映
画
中
の
主
た
る
会
話
）、
⑥
中
央
ア
ジ
ア
映
画
祭
（
一
九
九
四
）、
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）、
劇
場
公
開
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

『
演
説
者
』…
…
①Voiz

、
②
ユ
ス
プ
・
ラ
ジ
コ
フ
、
③
一
九
九
九
年
、
④
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
⑤
ウ
ズ
ベ
ク
語
、
ロ
シ
ア
語
、
⑥
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
映

画
祭
二
〇
〇
二
（
二
〇
〇
二
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）。

『
タ
シ
ケ
ン
ト
は
パ
ン
の
町
』…
…
①Ташкент

—
город

 хлебный

、

②
シ
ュ
フ
ラ
ト
・
ア
バ
ー
ソ
フ
、
③
一
九
六
八
年
、
④
ソ
連
、
⑤
ロ
シ

ア
語
、
⑥
ソ
ビ
エ
ト
・
シ
ネ
マ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
一
九
八
三
）、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
映
画
祭
（
二
〇
〇
七
）。

『
パ
ラ
ン
ジ
』…
…
①Паранджа

、
②
マ
リ
ク
・
カ
ユ
モ
フ
、
③
一
九
七

七
年
、
④
ソ
連
（
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
帯
谷
知
可
（
お
び
や
・
ち
か
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン
タ
ー
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
三
年
、
神
奈
川
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
中
央
ア
ジ
ア
（
特
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）
近
現

代
史
・
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
ロ
シ
ヤ
語
学
科
、
東
京
大
学

大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
（
地
域
文
化
研
究
専
攻
）
修
士
課
程
、
同
博

士
課
程
（
中
退
）。

⑥
職
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
助
手
（
二
七
歳
、
任
期
三
年
）、
在
ウ

ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
日
本
国
大
使
館
専
門
調
査
員
（
三
〇
歳
、
任
期

二
年
）、
国
立
民
族
学
博
物
館
地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー
助
手
（
三

二
歳
）、
同
助
教
授
（
三
六
歳
）、
京
都
大
学
地
域
研
究
統
合
情
報
セ
ン

タ
ー
助
教
授
の
ち
准
教
授
（
四
二
歳
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
三
〇
歳
、
二
年
、
日
本
国
大

使
館
専
門
調
査
員
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
（
三
五
歳
、
八
か
月
、
文
部

科
学
省
派
遣
在
外
研
究
員
、
調
査
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
現
地
に
し
か
存
在
し
な
い
ア
ー
カ
イ
ヴ
資
料
等
の
利
用

が
最
も
重
要
で
あ
る
が
、
自
分
の
研
究
に
直
接
関
係
が
な
く
て
も
可
能

な
限
り
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
話
を
聞
き
、
諸
々
の
お
付
き
合
い

を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。
現
地
で
は
何
事
に
よ
ら
ず
人
脈
が
非

常
に
重
要
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
現
地
の
社
会
的
雰
囲
気
を

知
る
こ
と
が
間
接
的
に
研
究
に
生
き
て
く
る
。
最
近
は
、
社
会
主
義
時

代
の
記
憶
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
、
内
陸
ア
ジ
ア
史
学
会
、
ロ
シ

ア
史
研
究
会
、
日
本
中
東
学
会
、
ア
ジ
ア
歴
史
地
理
情
報
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
。
研
究
対
象
地
域
に
政

治
・
経
済
・
社
会
的
大
変
動
が
生
じ
、
そ
の
変
動
自
体
が
研
究
対
象
と

な
る
と
同
時
に
、
現
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
飛
躍
的
に
容
易
と
な
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
含
む
本
格
的
な
地
域
研
究
が
可
能
に
な
っ
た
。
個

人
的
に
は
歴
史
研
究
を
現
在
研
究
に
つ
な
げ
る
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
小
松
久
男
『
革
命
の
中
央
ア
ジ
ア
―
―
あ
る
ジ
ャ

デ
ィ
ー
ド
の
肖
像
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
Ｕ
Ｆ
Ｏ
少
年
ア
ブ
ド
ラ
ジ
ャ
ン
』（
ズ
リ

フ
ィ
カ
ー
ル
・
ム
サ
コ
フ
監
督
、
一
九
九
二
年
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
）。

交錯する視点
――カザフ社会の内外から伝統と
現代を問う

藤本透子

【カザフスタン】
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て
人
工
呼
吸
す
る
と
、
仔
ヒ
ツ
ジ
は
よ
う
や
く
か
弱
い
声
を
上
げ

る
。
仔
ヒ
ツ
ジ
を
抱
き
上
げ
る
ア
ス
ハ
ッ
ト
の
ほ
っ
と
し
た
笑
顔
。

都
会
に
憧
れ
る
の
で
は
な
く
、
困
難
で
も
こ
こ
に
あ
る
暮
ら
し
を
生

き
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
る
。
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
あ
る

視
点
部
門
グ
ラ
ン
プ
リ
、
東
京
国
際
映
画
祭
で
最
高
賞
と
監
督
賞
を

受
賞
し
た
本
作
品
は
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
満
ち
、
草
原
の
家
族
の
暮
ら

し
が
自
分
の
ま
わ
り
で
今
ま
さ
に
展
開
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
感
覚

に
お
そ
わ
れ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
圧
倒
的
な
自
然
と
、
そ
こ
に
生

き
る
人
々
に
と
っ
て
の
伝
統
と
現
代
の
あ
り
よ
う
を
静
か
に
鋭
く
描

い
た
作
品
で
あ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
村
人
が
観
る
映
画

私
が
二
年
を
過
ご
し
た
カ
ザ
フ
村
落
は
、『
ト
ル
パ
ン
』
の
舞
台

よ
り
交
通
の
便
が
よ
く
、
学
校
や
商
店
も
あ
る
が
、
自
然
と
向
き
合

い
牧
畜
に
た
ず
さ
わ
る
厳
し
い
暮
ら
し
は
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
村
で
、
カ
ザ
フ
人
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
映
画
を
見
る
の
だ
ろ
う

か
？　

ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
は
村
ま
で
映
画
フ
ィ
ル
ム
が
持
ち
込
ま
れ

て
上
映
さ
れ
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
都
市
の
映
画
館
に
行
か
な
け

れ
ば
フ
ィ
ル
ム
を
見
る
機
会
は
少
な
い＊

２

。
村
で
映
画
に
触
れ
る
の

は
、
主
に
テ
レ
ビ
を
通
し
て
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
、
村
に

ま
だ
残
っ
て
い
た
白
黒
テ
レ
ビ
は
急
速
に
カ
ラ
ー
へ
移
行
し
、
裕
福

な
世
帯
で
は
衛
星
放
送
を
受
信
で
き
る
ア
ン
テ
ナ
も
取
り
付
け
ら
れ

て
い
っ
た
。
歌
と
踊
り
が
に
ぎ
や
か
な
イ
ン
ド
映
画
や
、「
心
優
し

い
サ
ム
ラ
イ
」
と
い
う
日
米
合
作
映
画
の
ロ
シ
ア
語
・
カ
ザ
フ
語
吹

替
え
版
な
ど
、
多
く
の
外
国
映
画
が
放
送
さ
れ
た
。

そ
れ
ら
に
混
じ
っ
て
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
に
制
作
さ
れ
た
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
映
画
も
し
ば
し
ば
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
、
中
年
か
ら
年
配
の
人
々

が
懐
か
し
く
見
入
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、『
ク
ズ
・
ジ
ベ
ク
』
は
、

一
七
世
紀
頃
の
叙
事
詩
を
モ
チ
ー
フ
に
、
ジ
ベ
ク
（
絹
）
と
い
う
名

の
美
し
い
娘
を
め
ぐ
る
二
人
の
若
者
の
争
い
を
描
く
。
天
幕
の
暮
ら

し
、
ウ
マ
や
ラ
ク
ダ
に
乗
っ
て
の
季
節
移
動
な
ど
、
や
や
美
し
く
修

飾
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
と
は
い
え
、
近
代
化
以
前
の
裕
福
な
カ
ザ
フ
遊

牧
民
の
暮
ら
し
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
る
。

ま
た
、
調
査
地
で
あ
っ
た
パ
ヴ
ロ
ダ
ル
州
バ
ヤ
ナ
ウ
ル
地
区
は
、

著
名
な
カ
ザ
フ
人
映
画
監
督
で
俳
優
の
シ
ャ
ケ
ン
・
ア
イ
マ
ノ
フ

（
一
九
一
四
―
一
九
七
〇
）
を
輩
出
し
た
地
域
で
あ
っ
た
た
め
、
二

〇
〇
四
年
七
月
に
行
わ
れ
た
シ
ャ
ケ
ン
・
ア
イ
マ
ノ
フ
生
誕
九
〇
年

祭
で
は
、
代
表
的
な
映
画
と
し
て
『
タ
キ
ヤ
の
天
使
』
な
ど
が
上
映

さ
れ
た
。
タ
キ
ヤ
は
円
柱
形
を
し
た
カ
ザ
フ
の
民
族
帽
で
、
主
人
公

は
い
つ
も
ス
ー
ツ
に
タ
キ
ヤ
を
か
ぶ
っ
て
街
を
歩
く
。
映
画
で
は
、

も
う
若
く
は
な
い
こ
の
男
性
の
嫁
探
し
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
母
親
、

そ
し
て
若
い
女
性
の
三
人
に
よ
る
コ
メ
デ
ィ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
。『
ク
ズ
・
ジ
ベ
ク
』
も
『
タ
キ
ヤ
の
天
使
』
も
ソ
ビ
エ
ト
時
代

に
制
作
さ
れ
た
も
の
の
、
カ
ザ
フ
の
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る
映
画
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立
後
に
も
上
映
さ
れ
る
結
果
に

結
び
つ
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

婦
の
暮
ら
す
ス
テ
ッ
プ
の
村
へ
と
や
っ
て
来
る
。
村
と
い
っ
て
も
、

か
つ
て
の
遊
牧
生
活
に
似
て
、
見
渡
す
限
り
の
平
原
に
天
幕
が
ぽ
つ

ん
と
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
毎
日
ヒ
ツ
ジ
を
放
牧
す
る
暮
ら
し
が
始
ま

る
。
よ
く
働
け
ば
ヒ
ツ
ジ
の
群
を
分
け
て
や
る
、
と
姉
婿
は
言
う
。

家
畜
の
世
話
に
慣
れ
な
い
若
者
は
失
敗
ば
か
り
。
ス
テ
ッ
プ
の
大
自

然
は
過
酷
で
、
強
風
が
吹
き
す
さ
び
竜
巻
が
立
つ
。

一
人
前
の
牧
夫
に
な
り
た
い
ア
ス
ハ
ッ
ト
は
、
お
嫁
さ
ん
を
も
ら

お
う
と
思
い
立
つ
。
牧
畜
は
、
男
女
が
手
分
け
し
て
働
く
こ
と
で
は

じ
め
て
成
り
立
つ
か
ら
だ
。
彼
は
姉
婿
と
と
も
に
、
荒
れ
た
草
原
の

先
に
あ
る
一
軒
の
定
住
家
屋
へ
と
出
か
け
て
行
く
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
草
原
に
は
春
に
な
る
と
野
生
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
花
開
く
が
、
ア

ス
ハ
ッ
ト
が
憧
れ
る
少
女
の
名
は
ト
ル
パ
ン
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
）
と

い
う
。
し
か
し
、
こ
の
可
憐
な
名
の
少
女
は
、
恥
ず
か
し
そ
う
に
隣

の
部
屋
の
ド
ア
の
陰
に
い
る
ば
か
り
で
、
姿
を
現
し
て
く
れ
な
い
。

ア
ス
ハ
ッ
ト
は
、
海
軍
で
の
兵
役
の
手
柄
話
を
す
る
。
巨
大
な
タ
コ

に
船
が
襲
わ
れ
て
い
か
に
戦
っ
た
か
。
…
…
草
原
で
聞
く
タ
コ
の
怪

談
は
い
か
に
も
奇
妙
だ
。
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
き
な
耳
が
嫌

わ
れ
て
お
見
合
い
は
断
ら
れ
る
。
あ
き
ら
め
き
れ
ず
に
再
び
家
を
訪

ね
、
小
屋
の
中
に
物
音
を
察
し
て
少
女
だ
と
思
っ
て
話
し
か
け
続
け

る
。「
入
っ
て
も
い
い
か
い
？
」、
体
当
た
り
し
て
ド
ア
を
こ
じ
あ
け

倒
れ
こ
む
と
、
そ
こ
に
い
た
の
は
一
頭
の
ヤ
ギ
！　

呆
然
と
す
る
う

ち
少
女
の
母
親
に
見
つ
か
り
、
ド
ア
を
壊
し
た
と
怒
鳴
ら
れ
て
出
入

り
禁
止
に
な
っ
て
し
ま
う
…
…
。

失
敗
を
繰
り
返
し
つ
つ
牧
夫
を
夢
見
る
ア
ス
ハ
ッ
ト
の
傍
ら
で
、

甥
っ
子
が
唯
一
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
ラ
ジ
オ
に
か
じ
り
つ
き
、
大
統

領
の
国
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
二
〇
三
〇
年
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
」
の

一
句
一
句
を
父
親
に
暗
記
し
て
聞
か
せ
る
。
多
方
面
に
わ
た
る
政
策

を
語
り
、
二
〇
三
〇
年
に
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
豊
か
な
国
に
な
っ
て

い
る
こ
と
を
謳
う
内
容
で
あ
る
。
父
親
は
そ
の
暗
唱
ぶ
り
に
頬
を
緩

め
る
が
、
生
活
は
厳
し
い
こ
と
が
映
像
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
現
実

を
見
つ
め
る
映
画
の
透
徹
し
た
眼
ざ
し
か
ら
何
を
読
み
と
る
か
は
観

客
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
が
、
政
治
の
現
状
へ
の
静
か
な
批
判
を
こ
こ
に

感
じ
る
。
さ
ら
に
、
批
判
に
と
ど
ま
ら
ず
、
映
画
は
ひ
た
む
き
な

人
々
の
多
様
な
姿
を
映
し
出
す
。
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
、
姪
っ
子

は
暇
さ
え
あ
れ
ば
声
を
張
り
上
げ
て
カ
ザ
フ
語
の
歌
を
歌
い
続
け

る
。
一
番
末
の
幼
い
男
の
子
は
、
木
の
棒
を
ウ
マ
に
見
立
て
て
ま
た

が
り
、
ド
ゥ
ク
ド
ゥ
ク
ッ
、
ド
ゥ
ク
ド
ゥ
ク
ッ
、
と
ウ
マ
の
蹄
の
音

を
口
真
似
し
な
が
ら
遊
び
、
天
幕
の
破
れ
目
か
ら
出
入
り
す
る
。
こ

の
伝
統
的
遊
び
に
夢
中
に
な
り
な
が
ら
、
男
の
子
は
叔
父
に
あ
た
る

ア
ス
ハ
ッ
ト
に
、「
ア
ル
マ
ト
ゥ
に
行
く
の
⁈
」
と
こ
と
あ
る
ご
と

に
熱
心
に
尋
ね
る
。
都
会
へ
の
漠
然
と
し
た
憧
れ
。
村
落
部
で
職
が

得
ら
れ
な
い
た
め
都
市
へ
と
移
住
す
る
若
者
は
多
い
。

や
が
て
季
節
は
冬
か
ら
春
へ
と
向
か
う
。
ヒ
ツ
ジ
の
出
産
シ
ー
ズ

ン
が
到
来
し
た
の
に
、
死
産
が
続
く
。
そ
の
な
か
で
、
ア
ス
ハ
ッ
ト

は
生
ま
れ
て
初
め
て
ヒ
ツ
ジ
の
出
産
に
立
ち
会
う
。
生
ま
れ
お
ち
た

仔
ヒ
ツ
ジ
は
、
な
か
な
か
息
を
し
て
く
れ
な
い
。
思
わ
ず
口
を
つ
け
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◉
注

＊	

１	

本
論
は
、
平
成
二
二
〜
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
活
動

ス
タ
ー
ト
支
援
「
中
央
ア
ジ
ア
の
越
境
空
間
に
お
け
る
宗
教
復
興
の
新

た
な
展
開
」（
代
表
：
藤
本
透
子
）
に
よ
る
調
査
と
民
博
共
同
研
究
「
映

像
資
料
を
活
用
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
の
多
様
性
に
関
す
る
地
域
間
比
較
研

究
」（
代
表
：
吉
本
康
子
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

＊	

２	

中
央
ア
ジ
ア
の
映
画
史
は
井
上
（
二
〇
〇
三
）
参
照
。
特
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
で
は
、
ソ
ビ
エ
ト
時
代
末
か
ら
「
カ
ザ
フ
・
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
」

と
呼
ば
れ
る
新
た
な
作
品
群
が
登
場
し
た
（
井
上 

二
〇
〇
三
：
一
三
六
）。

＊	

３	

ア
メ
リ
カ
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
映
画
の
上
映
も
地
道
に
行
わ
れ

て
い
る
。
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
は
「
ス
テ
ッ
プ
の
花
々
：
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
映
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
ボ
ス
ト
ン
と
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ

れ
、
民
間
治
療
者
の
助
言
で
男
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
た
少
女
の
物
語

『
セ
ケ
ル
』、
遊
牧
社
会
の
歴
史
を
背
景
と
し
た
『
花
嫁
』、
ス
テ
ッ
プ

に
暮
ら
す
少
女
を
描
く
『
ア
ク
ク
ズ
』、
都
市
に
暮
ら
す
女
性
を
描
い

た
『
天
使
へ
の
手
紙
』、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
が
主
人
公
の
『
ダ
ッ

シ
ュ
』
な
ど
が
上
映
さ
れ
た
と
聞
く
（http://w

w
w

.m
fa.org/program

s/
series/flow

ers-steppe-festival-kazakh-cinem
a

）。

◉
参
考
文
献

井
上
徹
（
二
〇
〇
三
）「
中
央
ア
ジ
ア
映
画
の
活
力
―
―
新
し
い
名
作
群

と
制
作
現
場
」
宇
山
智
彦
編
著
『
中
央
ア
ジ
ア
を
知
る
た
め
の
六
〇

章
』
平
凡
社
、
一
三
五
―
一
三
九
頁
。

映
画
リ
ス
ト

『
ア
ク
ク
ズ
』…
…
①A

qqïz

、
②
ジ
ャ
ナ
ベ
ク
・
ジ
ェ
テ
ィ
ル
、
③
二
〇

一
一
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
カ
ザ
フ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
ク
ズ
・
ジ
ベ
ク
』…
…
①Q

ïz Jíbek

、
②
ス
ル
タ
ン
・
ア
フ
メ
ト
・
ホ

ジ
コ
フ
、
③
一
九
七
〇
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
カ
ザ
フ
語
、
ロ
シ

ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
セ
ケ
ル
』…
…
①Seker

、
②
サ
ビ
ッ
ト
・
ク
ル
マ
ン
ベ
コ
フ
、
③
二
〇

〇
九
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
カ
ザ
フ
語
、
⑥
未
公
開
。

『
タ
キ
ヤ
の
天
使
』…
…
①T

akiyalï pershite

、
②
シ
ャ
ケ
ン
・
ア
イ
マ

ノ
フ
、
③
一
九
六
八
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
カ
ザ
フ
語
、
ロ
シ
ア

語
、
⑥
未
公
開
。

『
ダ
ッ
シ
ュ
』…
…
①Ryvok

、
②
カ
ナ
ガ
ッ
ト
・
ム
ス
タ
フ
ィ
ン
、
③
二

〇
一
〇
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
未
公
開
。

『
天
使
へ
の
手
紙
』…
…
①Pism

a k A
ngelu

、
②
エ
ル
メ
ク
・
シ
ナ
ル

バ
エ
フ
、
③
二
〇
〇
九
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
ロ
シ
ア
語
、
⑥
未

公
開
。

『
ト
ル
パ
ン
』…
…
①T

ulpan

、
②
セ
ル
ゲ
イ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
イ
、

③
二
〇
〇
八
年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
ロ
シ
ア
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
⑤
カ
ザ
フ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
⑥
東
京
国
際
映
画
祭
（
二

〇
〇
八
）、
み
ん
ぱ
く
ワ
ー
ル
ド
シ
ネ
マ
（
二
〇
一
〇
）。

『
花
嫁
』…
…
①K

elín

、
②
エ
ル
メ
ク
・
ト
ゥ
ル
ス
ノ
フ
、
③
二
〇
〇
九

年
、
④
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
⑤
な
し
、
⑥
未
公
開
。

『
ボ
ラ
ッ
ト
―
―
栄
光
ナ
ル
国
家
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
た
め
の
ア
メ
リ
カ
文
化
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し
か
し
、
人
気
が
高
い
こ
れ
ら
の
ソ
ビ
エ
ト
時
代
の
映
画
に
比

べ
、
現
代
の
カ
ザ
フ
社
会
を
鋭
く
も
温
か
く
見
つ
め
た
『
ト
ル
パ

ン
』
は
じ
め
、
新
し
い
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
映
画
は
村
人
た
ち
に
よ
く
知

ら
れ
て
い
な
い
。
街
の
映
画
館
で
も
、
ア
メ
リ
カ
映
画
な
ど
の
外
国

映
画
が
氾
濫
し
、
残
念
な
が
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
映
画
が
上
映
さ
れ
る

機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
あ
る
。

表
象
さ
れ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

そ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
映
画
を
通
し
て
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は

ま
っ
た
く
異
な
る
角
度
か
ら
国
際
的
に
有
名
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
映
画
『
ボ
ラ
ッ
ト
―
―
栄
光
ナ
ル
国
家
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

た
め
の
ア
メ
リ
カ
文
化
学
習
』（
二
〇
〇
六
）
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

人
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
の
サ
シ
ャ
・
バ
ロ
ン
・
コ
ー
エ
ン
は
、
ボ
ラ
ッ
ト

と
い
う
名
前
の
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国
営
放
送
リ
ポ
ー
タ
ー
に
扮
し
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
、
行
く
先
々
で
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
問
題

行
動
を
確
信
犯
的
に
繰
り
返
し
な
が
ら
、
憧
れ
の
女
優
に
会
お
う
と

ア
メ
リ
カ
を
横
断
す
る
。
そ
の
珍
道
中
を
描
き
つ
つ
、
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
、
女
性
解
放
運
動
、
対
テ
ロ
戦
争
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
社
会
を
鋭
く

風
刺
す
る
こ
の
映
画
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
主
演
男
優
賞
を

受
賞
し
た
一
方
で
、
ア
メ
リ
カ
で
数
々
の
訴
訟
問
題
を
引
き
起
こ
し

た
。カ

ザ
フ
ス
タ
ン
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
作
品
に
描
か
れ
る
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
は
ほ
と
ん
ど
架
空
で
あ
る
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
撮
影
さ
れ
た

部
分
は
な
く
、「
ユ
ダ
ヤ
人
を
追
う
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、

「
売
春
婦
」
に
関
す
る
ナ
ン
セ
ン
ス
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
、
も
ち
ろ
ん

事
実
で
は
な
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
言
語
と
し
て
話
さ
れ
る
の
は
、

カ
ザ
フ
語
に
は
似
て
も
似
つ
か
な
い
造
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
っ

と
も
ら
し
く
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
の
地
図
が
示
さ
れ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

の
国
旗
が
幾
度
も
画
面
に
現
れ
る
。
ま
た
、「
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
国

歌
」
と
称
す
る
歌
が
、
ア
メ
リ
カ
国
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て

風
刺
を
こ
め
て
歌
わ
れ
る
。
こ
の
映
画
は
、
日
本
も
含
め
世
界
各
国

で
上
映
さ
れ
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
発
売
さ
れ
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
上
映

が
見
合
わ
さ
れ
た
。
コ
メ
デ
ィ
ー
で
あ
れ
ば
い
か
な
る
他
者
表
象
も

笑
い
と
と
も
に
許
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
、
表
現
の
自
由
と
は
ど
こ
ま

で
か
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
表
象
す
る
権
利
は
誰
に
あ
る
の
か
な
ど
、

問
わ
れ
る
べ
き
課
題
は
多
い＊

３

。

日
本
で
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
取
材
に
基
づ
き
さ
ま
ざ
ま
な
テ

レ
ビ
番
組
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
映
画

が
上
映
さ
れ
る
機
会
は
ま
だ
ご
く
限
ら
れ
る
。
上
映
が
徐
々
に
増
え

る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
そ
の
土
地
出
身
の
監
督
や
俳
優
に
よ
っ
て

長
い
歳
月
を
か
け
て
制
作
さ
れ
る
映
画
は
、
内
側
か
ら
の
視
点
で
地

域
社
会
を
切
り
と
る
。『
ト
ル
パ
ン
』
の
よ
う
に
、
厳
し
い
自
然
と

人
々
の
暮
ら
し
の
調
和
や
カ
ザ
フ
の
伝
統
と
現
代
を
問
う
作
品
が
発

表
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
ま
さ
に
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
人
々
が

直
面
し
、
未
来
へ
向
け
て
問
い
続
け
て
い
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
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中
央
ア
ジ
ア＊

1

の
平
原
を
疾
走
す
る
機
関
車
。
車
窓
か
ら
見
え
る
モ

ノ
ク
ロ
の
景
色
の
中
、
た
て
が
み
を
風
に
躍
ら
せ
な
が
ら
機
関
車
を

悠
然
と
追
い
抜
い
て
ゆ
く
野
生
の
馬
の
群
れ
。
土
を
食
べ
る
と
い
う

奇
妙
な
ク
セ
を
持
つ
愛
ら
し
い
少
年
と
、
そ
の
少
年
を
見
守
る
兄
。

「
ソ
連
映
画
」
で
は
な
く
「
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
映
画
」
と
し
て
日
本
に

初
め
て
紹
介
さ
れ
た
の
は
、
そ
ん
な
映
画
だ
っ
た
。
バ
フ
テ
ィ
ヤ

ル
・
フ
ド
イ
ナ
ザ
ー
ロ
フ
監
督
の
『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』
で
あ

る
。
マ
ン
ハ
イ
ム
映
画
祭
や
ト
リ
ノ
映
画
祭
で
の
グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得

の
ほ
か
、
有
名
な
国
際
映
画
祭
で
数
々
の
賞
を
受
賞
し
た
こ
の
映
画

は
、
日
本
の
映
画
フ
ァ
ン
に
も
強
い
印
象
を
与
え
た
。

ソ
連
崩
壊
と
内
戦

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
和
国
（
以
下
、「
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
」）
は
、
一
九

九
一
年
九
月
に
共
和
国
独
立
を
宣
言
、
一
二
月
の
ソ
連
崩
壊
に
伴
っ

て
独
立
国
と
し
て
国
際
社
会
に
認
め
ら
れ
た
若
い
国
で
あ
る
。
先
に

挙
げ
た
『
少
年
、
機
関
車
に
乗
る
』
は
一
九
九
一
年
の
制
作
で
、
実

質
的
に
は
ソ
連
の
体
制
下
で
作
ら
れ
た
映
画
だ
。
ソ
連
は
国
策
と
し

て
映
画
制
作
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
人
材
も
資
金
も
（
そ
し
て
ノ

ル
マ
も
）
備
わ
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
旧
ソ
連
諸
国
の
中
で
最
貧
国
の
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
に
は
、

ソ
連
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
文
化
政
策
を
引
き
継
ぐ
よ
う
な
資
金
は

当
然
な
が
ら
な
く＊

２

、
し
か
も
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
間
も
な
く
内
戦
に
突

入
す
る
。
独
立
後
ほ
ど
な
く
し
て
国
家
建
設
の
方
向
性
と
政
権
・
利

権
の
掌
握
を
め
ぐ
っ
て
国
内
に
大
き
な
対
立
が
起
こ
り
、
一
九
九
二

年
五
月
に
は
そ
れ
が
武
力
衝
突
、
そ
し
て
内
戦
へ
と
発
展
し
て
い
っ

た
。
一
九
九
七
年
に
停
戦
合
意
に
至
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
、
国
連
Ｐ

Ｋ
Ｏ
の
政
務
官
と
し
て
現
地
に
赴
い
た
中
央
ア
ジ
ア
の
若
手
有
力
研

究
者
の
一
人
、
秋
野
豊
氏
が
凶
弾
に
倒
れ
た
こ
と
は
日
本
で
大
き
く

報
道
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
一
九
九
一
年
当
時
制
作
途

中
だ
っ
た
映
画
の
多
く
が
仕
上
げ
ら
れ
ず
、
ま
た
、
映
画
監
督
や
俳

優
た
ち
が
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
国
内
で
引
き
続
き
活
躍
す
る
こ
と
は
困
難

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
と
え
ば
ジ
ャ
ム
シ
ェ
ド
・
ウ
ス
モ
ノ
フ
監

学
習
』…
…
①Borat

、
②
ラ
リ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
、
③
二
〇
〇
六
年
、

④
ア
メ
リ
カ
、
⑤
英
語
、
⑥
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
。

著
者
紹
介

①
氏
名
…
…
藤
本
透
子
（
ふ
じ
も
と
・
と
う
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
国
立
民
族
学
博
物
館
民
族
文
化
研
究
部
・
助
教
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
七
五
年
、
宮
城
県
生
ま
れ
、
秋
田
県
育
ち
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
文
化
人
類
学
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
東
洋
史
学
専
攻
、
京
都
大
学
大
学

院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
修
士
課
程
（
文
化
・
地
域
環
境
学
専
攻
）、

京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
課
程
（
環
境
相
関
研
究

専
攻
）、
人
間
・
環
境
学
博
士
（
二
〇
一
〇
年
）。

⑥
職
歴
…
…
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
、
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・

環
境
学
研
究
科
研
修
員
、
国
立
民
族
学
博
物
館
先
端
人
類
科
学
研
究

部
・
機
関
研
究
員
を
経
て
現
職
。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
（
一
九
九
八
年
に
初
め
て
訪
れ
、

一
九
九
九
年
～
二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
三
年
～
二
〇
〇
五
年
に
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
教
育
科
学
省
管
轄
Ｒ
．
Ｂ
．
ス
レ
イ
メ
ノ
フ
東
洋
学
研
究
所
に

外
国
人
研
究
生
・
研
究
員
と
し
て
留
学
。
滞
在
年
数
は
延
べ
約
四
年
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
多
民
族
都
市
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
は
ロ
シ
ア
語
話
者
カ
ザ
フ

人
の
世
帯
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
北
部
の
村
落
で
は
カ
ザ
フ
語
話
者
の
世

帯
に
お
世
話
に
な
り
、
日
々
の
暮
ら
し
を
学
び
な
が
ら
社
会
・
文
化
に

つ
い
て
考
え
て
き
た
。

⑨
所
属
学
会
…
…
日
本
文
化
人
類
学
会
、
日
本
中
央
ア
ジ
ア
学
会
、
日
本

中
東
学
会
、
ア
メ
リ
カ
人
類
学
会
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
一
年
の
ソ
連
崩
壊
・
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
独

立
と
、
二
〇
〇
一
年
の
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
。
前
者
に
よ
っ
て
、
外

国
人
に
よ
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
の
人
類
学
調
査
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
後
者
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
含
め
中
央
ア
ジ
ア
の

イ
ス
ラ
ー
ム
に
つ
い
て
、
日
常
生
活
に
根
差
し
た
視
点
か
ら
よ
り
深
く
知

り
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
岩
崎
一
郎
・
宇
山
智
彦
・
小
松
久
男
編
著
『
現
代
中
央

ア
ジ
ア
論
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

⑫
推
薦
す
る
映
画
作
品
…
…『
ト
ル
パ
ン
』（
原
題
『T

ulpan

』、
セ
ル
ゲ

イ
・
ド
ヴ
ォ
ル
ツ
ェ
ヴ
ォ
イ
監
督
、
二
〇
〇
八
年
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
）。

ロシアへの複雑な思い

岡田晃枝

【タジキスタン】


